
赤磐市内の事故発生状況

区 分
期 間

人身 死亡
負傷者数

重傷 軽傷 計

令和８年８月中 4 0 0 6 6

前年比 増減 1 0 -1 4 3

令和8年1月～令和8年8月末 29 1 7 25 32

前年比 増減 -2 1 1 -4 -3

一番大事なことを言います！
雨が強いときや警報が出てい
るときは、無理に外出せず、
安全な場所で過ごすようにし
ましょう。

全国各地で大雨による被害が見られています。集中豪雨の際に急激に水位が高
まっていく内水氾濫では公的な交通規制などが間に合わないことがあります。
道路が冠水したり、普段とは違う危険が生じることがあるので、十分に注意す
るようにしましょう。

車のタイヤの半分（約１５～２０ｃｍ）を超えたら危険度は急上昇

急いで移動するより、危険な場所を避け、無理に進まないようにしましょう。
道路が見えている＝安全 ではないのでよく周りの安全確認をするようにし
ましょう。

このくらいならいけるかも！？は危険！ 

大雨の時には
いつも以上に慎重に！ 

２０ｃｍはこれくらい…
大人の足首より少し上

こんな危険が…
・濁りで水深が分からず、蓋のあいたマンホールや道路と側道との区別がつか
なくなり危険。

・水かさが速いスピードで増す可能性があり、車が動かなくなることがある
・エンジンが停止する
・水圧でドアが開かなくなるなどの危険がある
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